
 

 

 

 

 

 

生徒指導の目的として，いじめや暴力，不登校など，

課題を抱えている子どもたちへの指導や対応だけでは

なく，子どもたちが主体的に学び，共に生活できる姿勢

の育成があります。生徒指導を充実させるためには，

日々の教育活動において，右のような点を踏まえた指

導を行うことが大切です。また，授業づくりにも生かすこ

とで学力向上を図ることにもつながります。このような視

点に立った授業づくりをしている伊万里市立大坪小学

校の実践を紹介します。 
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授業における生徒指導の視点！ 

日々の教育活動で留意すること 

①自己決定の場を与え自己の可能性の 

開発を援助すること 

②児童生徒に自己存在感を与えること 

③共感的な人間関係を育成すること 

（開発的生徒指導）            （出典）生徒指導提要 

資料１は，日々の教育活動で留意する３つの

ことを授業に生かすために具体化したチェックリス

トの一部です。このチェックリストに基づき，全職員

で定期的に授業を振り返り，授業改善が行われ

ています。また，支持的風土を大切にした学級づ

くりも合わせて行われています。 

資料１ 授業に生徒指導の機能を生かすためのﾁｪｯｸﾘｽﾄ 

（左）日常から良い態度をほ

めていることで，どの児童も教科

書を持って読むという態度が身

に付いています。 

（上）台風の被害について，

資料を豊富に準備し，様々な

視点から考えを持たせています。 

（右）児童のそばまで行き，で

きた作品をしっかりほめ，自信を

持たせています。 



 

 

 

『西部型授業』のシリーズとして，特に，「学習のめあてをつかむ」

ことにポイントをあてて紹介します。 

学習のめあての板書や掲示は，多くの学校で共通理解が進み，

実践されているところです。資料２は，「授業のはじめに学習のめあ

てを示すこと」についての学校と児童生徒への昨年度の質問紙調査

結果です。注目したい点は，「１ 当てはまる」「３ どちらかといえば

当てはまらない」と回答した学校と児童生徒の意識に大きな差が見

られている点です。つまり，学習のめあては，先生が示しているにも

関わらず，子どもたちには十分に意識されていないことがうかがえま

す。 

学習のめあては，毎時間のことです。子どもた

ちが「学習のめあてをつかむ」ために，つかむ過

程の授業改善のポイントとして振り返ってみてく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力の向上を図るためには，子ども主体の授業づくり

とともに，子どもに学びの基盤となる学習規律を身に付

けさせることは，大切なことです。 

学習規律は，子どもが守るものであると同時に，指導

者が守る規律でもあります。全職員で共通理解し，継続

して指導していくことが大切です。右

を参考に，各学校の現状にあった学

習規律を子どもとともに作り，実践し

ていきましょう。 

『西部型授業』シリーズ！つかむ過程編 

学習のめあての見直し（例） 

◆単元名になっていませんか？ 
（例）縄文時代のくらし → 縄文時代のくらしをまとめて説明しよう 
 
◆学習問題になっていませんか？ 
（例）どちらの土地が広いだろう → 土地の大きさを比べる方法を考えよう 
 
◆何を学ばせるのかはっきりしていますか？ 
（例）自分の意見文に生かそう → 自分の意見文に生かせる筆者の表現の工夫をまとめよう 

平成２７年度 全国学力・学習状況調査報告書 質問紙調査 

授業のはじめに目標（めあて・ねらい）が示

されていたと思いますか 

学習のめあてをつかむ 

ポイント１ 焦点化  本時で必ずできるようにさせる事柄を絞る 

ポイント２ 具体化  本時のゴールがイメージできる分かりやすい言葉で示す 

ポイント３ 視覚化・音声化  いつでもめあてを確認できるように板書したり，

読ませたりする 

資料２ 目標（めあて・ねらい）設定の調査結果 

小学校 １ ２ ３ ４ 

学 校 71.0 27.1 1.7 0 

児 童 57.5 28.7 10.3 3.3 

 

中学校 １ ２ ３ ４ 

学 校 55.4 39.9 4.4 0.1 

生 徒 41.4 37.8 15.9 4.7 

 １ 当てはまる 
２ どちらかといえば当てはまる 
３ どちらかといえば当てはまらない 
４ 当てはまらない 

授業を支える学習規律 〈指導する上で大切にしたいこと〉 

①学校全体で，全職員の共通理解・共通実践を

行う。 

②学習規律を守ることの意味や良さを，短く，わか

りやすく伝える。 

③重点項目を絞って，徹底して指導する。 

④朝の会や帰りの会などで，振り返る。 

⑤いつでも確認できるようにする。 

⑥小中連携，家庭と連携を取りながら取り組む。 

「ふさわしい」という曖昧な

部分を強弱・音色・速度

という言葉を加えることで

話合いの視点が明確にな

っています。 


